
〔
執
筆
者
紹
介
〕（
掲
載
順
）

早
川　

和
宏
（
は
や
か
わ
か
ず
ひ
ろ
）
東
洋
大
学
教
授
・
弁
護
士

豊
見
山
和
美
（
と
み
や
ま　

か
ず
み
）
沖
縄
県
公
文
書
館
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

喜
多
村
理
子
（
き
た
む
ら　
　

り
こ
）
鳥
取
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

柴
田　

智
彰
（
し
ば
た　

と
も
あ
き
）
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
主
事

伊
藤　
　

康
（
い
と
う　
　

や
す
し
）
鳥
取
県
立
公
文
書
館
総
括
専
門
員

田
中
や
よ
い
（
た
な
か　
　

や
よ
い
）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
（
図
書
職
員
）

〔
編
集
後
記
〕

　

四
年
ぶ
り
に
第
九
号
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
隔
年
ご
と
に
刊
行
す
る

計
画
で
あ
っ
た
の
で
、
一
回
分
飛
ん
だ
こ
と
に
な
る
が
、
継
続
で
き
た
こ
と
に
、

創
刊
号
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
は
一
先
ず
安
堵
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
鳥
取
県
で
は
、
平
成
二
九
年
四
月
に
「
鳥
取
県
に
お
け
る
歴
史
資
料

と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
等
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
県
民
の
知
る
権
利
や
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
「
歴
史
公
文
書
等
」
を
県
、

市
町
村
、
県
民
等
の
三
者
が
、
適
切
に
保
存
し
利
活
用
す
る
こ
と
を
謳
っ
た
条

例
で
、
全
国
で
は
初
め
て
の
条
例
と
な
っ
た
。

　

本
号
で
は
、
そ
の
施
行
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
と

鼎
談
の
記
録
、及
び
寄
稿
論
文
を
ま
ず
収
載
し
た
。
早
川
氏
の
基
調
講
演
、早
川
・

豊
見
山
・
喜
多
村
の
三
氏
に
よ
る
鼎
談
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
や
歴
史
研
究
の
最

前
線
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
の
優
れ
た
知
見
が
随
所
に
見
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
は
る
ば
る
秋
田
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
柴
田
氏
の
論
考
は
、

新
条
例
の
歴
史
的
意
義
を
再
認
識
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
た
。　

　

当
館
元
職
員
で
あ
る
田
中
氏
に
は
、
先
の
戦
時
下
に
発
生
し
た
鳥
取
大
地
震

の
報
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。「
新
聞
報
道
と
雑

誌
に
み
る
鳥
取
大
震
災
」（『
研
究
紀
要
』
第
八
号
）
に
続
く
論
考
で
あ
り
、
今

後
の
研
究
活
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
執
筆
等
を
賜
っ
た
各
位
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
読

者
諸
賢
の
ご
高
覧
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
伊
藤
ャ
）

　
　
　
鳥
取
県
立
公
文
書
館
研
究
紀
要
　
第
九
号

　
　
　
　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
三
月
二
三
日　

発
行

　
　
　
　

編
集
・
発
行　

鳥
取
県
立
公
文
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
六
八
〇
─
〇
〇
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
市
尚
徳
町
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
〇
八
五
七
─
二
六
─
八
一
六
〇

　
　
　
　

印　

刷　

有
限
会
社　
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光　

社




